
『記録と史料J第19号をお届けします。

.来年度から、全史料協の執行体制が新しく

なります。本号では、新たな会務執行体制

の概要に関する総務委員会報告を掲載いた

しました。新体制発足後の様々な試行錯誤

も予想されます。会員諸氏におかれまして

は、ぜひこの報告をお読みいただき、今後

の運営に関してご一考いただきますようお

願いいたします。

4砂本号では、会員の方々が海外に飛び出し、

様々な形で世界のアーキピス トや研究者た

ちと交流し、そこで得られた体験を報告し

ていただくことができました。<d己主主を残

す>という行為は国が違えど変わりありま

せん。共通な地平は何か、自分たちの独自

性は何か、こういった問題についてあらた

めて考えてみることも必要ではないでしょ

うか。

.資料目録に必要なデータは何か、それらの

データをどのような形で利用者に提示した

らよいか。こういう問題について考える

きっかけとなる論孜をいただきました。普

段あまり疑問もなくルールに従って採取し

ている目録のデータの意味について、あら

ためてじっくり考えてみると何か違ったも

のが見えるかもしれません。

4砂本号でも大学アーカイブズ、市町村立アー
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カイブズ、自然科学系アーカイブズなど多

くの新設館の情報をいただきました。ご寄

稿いただきました方々に感謝し、たします0

.編集・出版委員会で発行する、最後の『記

録と史料』になりました。といっても、編

集・出版業務は今後も継続いたします。引

き続き皆様のご協力をお願いいたします0

.早いもので委員の任期も今年度で終了いた

します。日本各地でそれぞれ仕事をしなが

ら、メールで会務を行い、委員会で顔を合

わせてお互いに情報交換と交流をする、そ

んな充実した 2年間でした。コストの問題

もありますが、今後もいろいろ工夫しなが

ら委員会の業務を前向きに、楽しんで継続

することができるよう祈念しています。
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